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 先日、3 年生の先生がこんな話をされました。｢3 年生になると意識が変わ

ってきた人が多く、提出物もしっかり出すようになったし、授業も積極的にな

っている･･･｣ 

なるほど、すばらしいことです。私も毎年 3 年生に授業にいくので 3 年生

になってからの変化はどの学年でも感じます。でも、よく考えれば提出物を出すなんて当たり前のこ

とは 1 年生からできることです。君たち 42 回生も 1 年生のときからほとんどの人ができています。

だからできていない人の意識をどう変えて集団としてもう１つ上のステップにいくことができるか、

それが課題ですね。 

よく行事のときに｢クラスで団結して｣と言いますが、学習でもそうです。クラスで団結して授業にテ

ストに挑んでいきましょう！！ 

 

 今日の１つの事業所を皮切りに事前訪問が始まります。その多くは 17 日（金）の午後になります

が、もう一度、その目的や方法など確認しておきます。 

 

 ✦目的  ・「トライやる・ウィーク」において活動する場所、５日間の予定を確認する。 

・指導をお願いする担当者との顔合せをし、自己紹介をする。 

・当日に向けての持参物や連絡事項の確認をする。 

・自宅から活動する場所までの経路及び通勤に所用する時間の確認をする。 

 ✦持ち物  筆記用具、ファイル・交通費・（時計）他 事業所により必要なもの 

       自己紹介カード、ポスター（班長）、雨具（自転車の人は必ずカッパ） 

✦流れ 

  １．（あいさつ）…班長を中心に「よろしくお願いします」とあいさつしよう。           

 ２．（簡単な自己紹介）…班長を先頭に自己紹介をしていく。きちんと出来るように              

各自で責任を持って考えておくように言っておく。 

 ３．（活動内容などの確認）…活動予定や持ち物などを聞いて必要であればメモしておく。 

 ４．（お礼と挨拶）…班長が先に言って、その後、全員でお礼を言う。 

                注意事項です 

   〇ヘルメットについて  自転車の人は必ずヘルメット着用です。 

学校で借りる人は明日の放課後、中庭テニスコート横に取りにくること。 

    返却は事業所訪問を行った翌日（次、登校してきた時）の朝、8 時 10 分までに職員室前へ。 

   〇学校から直接、公共の交通機関を使って行く人はお金を忘れない。 

   〇自転車で行く人は 1 度家に帰り家から自転車で行きます。終了後、

クラブに来る人も家に帰り自転車を置いてきます。（18 日の大浦

競走馬の人は時間が厳しいため、朝から学校に自転車で来ますが、

自転車には乗らずに押してきます。） 

   〇幼稚園、小学校関係はうわぐつを持っていきます。次の学校への登

校日にうわぐつを持ってくることを忘れないようにしましょう。 

〇班長は訪問が終わり、家に着くと学校に電話連絡をしてください。 

    その際、指定している番号にかけるのですが、中学校にかけた場合は 2 年生の先生が出る

とはかぎりません。必ず｢2 年生の〇〇です。2 年生の〇〇先生いらっしゃいますか｣と聞い

てください。そして、｢事業所番号◆番（事業所名）の班長（名前）です。事前訪問から帰

りました。｣と報告してください。そのとき、何か報告すべきことがあれば教えてください。 

    すぐに、クラブで学校に戻って来る人は直接職員室に来てもかまいませんが、そのときも同

じように報告してください。 

   〇班長は翌日、｢事前訪問報告書｣を担当の先生に提出してください。 

   〇班長以外の人も日誌のｐ２を記入しておきましょう。 

 

   一人ひとりが江井島中の代表です。 

   1 年の終わり頃に受けたマナーｕｐセミナー覚えてますか？ ｢第 1 印象は 3 秒で決まる！ 

   見た目 ５５％、声、話し方 ３８％、話の内容 ７％｣ と聞きました。 

   今の君たちは見た目は大丈夫だと思っています。 

また、今日の集会で見本をやってくれた城山さん（班長）は見事にすらすらと言うべきことを 

話してくれとても立派でした。だから、あんなふうにすべて覚えていかなければ、なんて力ま 

なくても思いが伝わればいいのです。班長ではない人もサポートしていい関係を作ってきてく 

ださいね。 

ただ、心配なことが・・・君たちは時間にとても敏感で今朝の集会もビシっとそろっていまし 

た。スキー実習のときなんて、早く動き過ぎて困ったな、なんて場面もありました。 

トライやるでも時間に余裕をもつことは大事ですが、約束の時間より早く行き過ぎるとかえっ 

て迷惑になることもあります。｢丁度いい頃合いを見計らう｣ことも大切です。とくに仕事をし 

ている人にとって時間は大切。学習していきましょう。 


